
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

36,941,419平均値 60.6 59.1 68.9 68.0 70.0平均値 43.0 43.9 52.4 52.6 54.2

当該値 51.0 53.9 55.8 57.5 61.0

H28 H24 H25

当該値 25,277,833 25,360,717当該値 89.1 86.7 77.3 70.1 75.1

H26 H27 H28

　市立函館恵山病院は，恵山・戸井・椴法華地域
におけるプライマリケア（初期医療）および救急
医療の提供，ならびに慢性期における入院医療の
役割を担っています。地域の人口減少に伴い患者
数が減少する一方，救急医療等の病院機能の維持
には一定の診療体制が必要であり，収益の増加と
費用の縮減に努めるものの，両方で難しい状況に
あるため，引き続き一般会計からの一定の支援を
受けつつ，地域における唯一の病院として，その
役割を果たします。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

26,186,250 25,552,333 25,656,767

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 33,688,486 34,462,126 34,878,088 36,094,355

全体総括

平均値 19.6 19.0 17.9 17.9 17.4平均値 64.7 65.0 67.5 67.5 69.5

11.8当該値 78.7 72.1 73.0 87.3 87.1

平均値 23,061

当該値 11.7 12.9当該値 5,708 5,701 5,452 5,754 7,23722,220 20,658 11.8 12.0当該値 21,398

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 8,338 8,603 8,471 8,736 8,79724,371 24,882

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産減価償却率は年々上昇しています
が，機械備品減価償却率は平成27年度まで低下傾
向にあります。これは，施設（建物）の老朽化が
進みつつあるなかで，医療機器については一定程
度更新投資を行っていることを表しています。
　当院は平成14年の移転新築から平成28年で14年
を経過していることから，施設の老朽化が課題の
1つとなっており，設備の計画的な補修，改修が
必要となってきています。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

23,475 23,857

66.6 66.8

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

99.5 91.2 94.9 101.2 107.2 平均値83.2 82.5 79.7 79.6 77.9 平均値 68.6 67.4

22,273 22,130

73.6 72.4

平均値 98.1 97.7 98.5 98.0 98.4 平均値

151.1 174.2 106.5 当該値 88.6 81.879.0 72.3 70.3 当該値 136.8 131.2

69.2

当該値 93.1 98.3 104.3 91.4 94.2 当該値 75.3 78.9

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　地域の人口減少に伴う入院・外来患者数の減少
等により医業収益が減少していることから，経常
収支比率および医業収支比率が平均値より低く
なっており，病床利用率も平成27年度から低下し
ています。
　平成28年度の入院患者1人1日当たり収益の低下
および外来患者1人1日当たり収益の上昇は，人工
透析患者の入院から外来への移行によるもので
す。
　職員給与費対医業収益比率が平均値より高く，
材料費対医業収益比率が逆に平均値より低くなっ
ていますが，療養病床だけを有する病院に多くみ
られる傾向です。
　なお，累積欠損金比率が平成28年度において減
少していますが，一般会計からの繰入金によるも
のです。
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※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 　市立函館恵山病院は，恵山・戸井・椴法華地域
の中核医療機関であり，地域における唯一の病院
として，入院医療，救急医療を提供しています。
また，人工透析等に代表される慢性期の医療を，
特に医療の必要度が高い方を中心に提供していま
す。なお，旧函館市の地域の患者も多く引き受け
ているほか，函館市での「在宅医療を行っている
医療機関リスト」および「在宅医療を支援してい
る医療機関リスト」に掲載されており，今後も引
き続きその役割を果たします。

265,503 4,928 第１種該当 ２０：１ - 52

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 4 - ド 透 救 - - 60

60 - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 50床以上～100床未満 自治体職員 -

経営比較分析表（平成28年度決算）
北海道函館市　市立函館恵山病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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①有形固定資産減価償却率(％)
【50.7】
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②機械備品減価償却率(％)
【65.7】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【44,050,160】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.1】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.2】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【13,758】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【49,667】


